


ゆ
い
レ
ー
ル
導
入
の
経
緯

ゆ
い
レ
ー
ル
の
乗
客
数

ゆいレールの概要

　
県
都
市
計
画
・
モ
ノ
レ
ー
ル
課
で

は
、毎
月
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ゆ
い

レ
ー
ル
に
関
す
る
情
報
を
配
信
し
て

い
ま
す
。閲
覧
は
、沖
縄
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ー
県
庁
内
組
織
一
覧
ー
県
都

市
計
画
・
モ
ノ
レ
ー
ル
課
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。   

資料出所：平成16年度および平成21年度の沖縄都市モノレール利用ＯＤ調査

●県民がゆいレールを利用する理由　

移動時間が短縮できる

時間が正確

道路が混雑している

目的地に駐車場が無い

健康のため歩きたい

ゆいレールは安全

自分で運転しなくて良い

交通費が安い

移動に便利

景色が良い

環境に優しい

その他
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資料出所：平成21年度沖縄都市モノレール利用推進業務委託調査 
　　　　 県庁前駅およびその周辺の事業所に勤める通勤者を対象に実施

●通勤でゆいレールを利用しない理由（％）
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時
間
が
か
か
る

混
雑
し
て
い
る・

座
れ
な
い

雨
の
日
が
大
変

駅
ま
で
の
移
動
中
に

汗
を
か
く・暑
い

職
場・職
場
周
辺
に

駐
車
場
が
あ
る

駅
周
辺
に
駐
車
場・

駐
輪
場
が
な
い

モ
ノ
レ
ー
ル
の

乗
り
降
り
が
面
倒

バ
ス
と
の

乗
り
継
ぎ
が
面
倒

モ
ノ
レ
ー
ル
の
定
期
券

代
が
支
給
さ
れ
な
い

回
数
券
の
割
引
が

少
な
い

帰
り
に

買
い
物
が
で
き
な
い

勤
務
時
間
と
運
行

時
間
が
あ
わ
な
い

荷
物
が
多
い
時
に

不
便

自
宅
か
ら

駅
ま
で
が
遠
い

駅
か
ら

職
場
ま
で
が
遠
い

会
社
の
車
を
通
勤
で

利
用
で
き
る

自
分
の
車
を
仕
事
で

使
用
す
る

そ
の
他
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名称：沖縄都市モノレール(愛称　ゆいレール)
区間：那覇空港駅～首里駅(営業キロ12.9km)
駅数：１５駅
所要時間：片道２７分　　　　　　
車両編成：１編成２両で定員１６５人(２両合計)
速度：平均速度28km、最高速度65km
開業：平成１５年８月１０日

　
戦
後
の
沖
縄
で
は
人
々
の
移
動
手

段
は
自
動
車
が
中
心
と
な
り
ま
し
た

が
、特
に
那
覇
を
中
心
と
し
た
都
心
部

は
人
口
や
産
業
の
集
中
に
道
路
整
備

が
追
い
つ
か
ず
、慢
性
的
な
交
通
渋
滞

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
交
通
渋
滞
を
改
善
し
、

健
全
な
都
市
機
能
の
維
持
・
発
展
を
図

る
た
め
、鉄
軌
道
の
導
入
が
検
討
さ

れ
、平
成
十
五
年
八
月
、沖
縄
に
モ
ノ

レ
ー
ル
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、定
時
・
定
速
で
走

り
、排
気
ガ
ス
を
出
さ
な
い
な
ど
今
で

は
県
民
の
通
勤
、通
学
や
観
光
客
の
足

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
ゆ
い
レ
ー
ル
の
一
日
平
均
乗
客
数

は
、平
成
十
九
年
度
に
三
万
七
千
七

百
十
三
人
を
達
成
し
た
も
の
の
、平

成
二
十
年
後
半
か
ら
の
世
界
的
な
景

気
後
退
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

影
響
で
、平
成
二
十
一
年
度
に
は
三

万
五
千
二
百
七
十
二
人
に
減
少
し
ま

し
た
。し
か
し
、平
成
二
十
二
年
度
に

入
っ
て
か
ら
は
景
気
の
持
ち
直
し
や

新
奥
武
山
野
球
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
等
に
よ
り
、乗
客
数
は
回
復
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ゆ
い
レ
ー
ル
開
業
約
一
年
後
の
平

成
十
六
年
十
月
と
平
成
二
十
二
年
二

月
に
、県
民
の「
ゆ
い
レ
ー
ル
を
利
用

す
る
理
由
」に
関
す
る
意
識
調
査
を
行

い
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、平
成
二

十
二
年
の
県
民
の
意
識
は「
移
動
時
間

が
短
縮
で
き
る
」「
道
路
が
混
雑
し
て

い
る
」と
い
う
理
由
が
平
成
十
六
年
に

比
べ
て
減
り
、「
移
動
に
便
利
」「
自
分

で
運
転
し
な
く
て
良
い
」と
い
う
理
由

が
増
加
し
て
お
り
、県
民
の
公
共
交
通

へ
の
意
識
が
変
化
し
て
き
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
今
で
は
、す
っ
か
り
沖
縄
の
風
景
に

溶
け
込
ん
だ
ゆ
い
レ
ー
ル
で
す
が
、課

題
も
あ
り
ま
す
。左
図
に
よ
る
と
、通

勤
で
ゆ
い
レ
ー
ル
を
利
用
し
な
い
理

由
と
し
て
、「
自
宅
か
ら
駅
ま
で
が
遠

い
」が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
お
り
、

多
く
の
人
が
自
宅
か
ら
駅
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
の
改
善
を
望
ん
で
い
ま
す
。県

で
は
、ど
う
す
れ
ば
県
民
の
自
宅
か
ら

駅
ま
で
の
移
動
が
よ
り
便
利
に
な
る

か
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
終
点
の
首
里
駅
は
、駅
周
辺

の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、他
の
交
通
機
関

と
の
乗
継
機
能
が
不
十
分
な
状
況
で

す
。ま
た
、依
然
と
し
て
那
覇
都
市
圏

の
交
通
渋
滞
は
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、現
在
、ゆ
い

レ
ー
ル
の
浦
添
市
へ
の
延
長
に
向
け

た
調
査
・
設
計
を
進
め
て
い
ま
す 

（
左

図
参
照
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　沖縄県唯一の軌道交通として導入されたゆいレールは８月10日に開業7周年を
迎えます。乗客数も平成22年7月に9000万人を突破し、来春には1億人達成が視野
に入ってきました。　ゆいレールのいまと課題、未来(予想)をお伝えします。

　沖縄県唯一の軌道交通として導入されたゆいレールは８月10日に開業7周年を
迎えます。乗客数も7月に9000万人を突破し、来春には1億人達成が視野に入って
きました。ゆいレールのいまと課題、未来(予想)をお伝えします。

　沖縄県唯一の軌道交通として導入されたゆいレールは８月10日に開業7周年を
迎えます。乗客数も7月に9000万人を突破し、来春には1億人達成が視野に入って
きました。ゆいレールのいまと課題、未来(予想)をお伝えします。

乗客数9000万人を故えた

ゆいレール
乗客数9000万人を超えた乗客数9000万人を超えた乗客数9000万人を超えた

ゆいレールゆいレールゆいレール

首里厚生園

総合福祉
センター

中央児童相談所

県
民
の
意
識
の
変
化

県
民
か
ら
の
要
望

ゆ
い
レ
ー
ル
の
未
来

　

ゆ
い
レ
ー
ル
通
信
の

ご
案
内

県都市計画・モノレール課  TEL：098-866-2408  FAX：098-866-5938お問い合わせ

開催中開催中

延長イメージ



開催中開催中

●県民生活課  　TEL:098-866-2187  　FAX:098-866-2789お問い合わせ

犯罪機会論… 地域の環境づくりをすることで防犯効果が高まるという理論（例：割れ窓理論）
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刑法犯認知件数の推移 資料提供：沖縄県警察
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沖 縄 県 の 刑 法 犯 認 知 件 数 の 推 移沖 縄 県 の 刑 法 犯 認 知 件 数 の 推 移

平成14年比で
ほぼ半減!

ちゅらさん運動
の始めの年

犯罪を予防するための要素（犯罪機会論）

犯罪のない安全・安心な沖縄県犯罪のない安全・安心な沖縄県

防犯対策（3要素）

監視性 抵抗性

見通しをよくする。
防犯パトロール。防犯カメラ設置など

犯罪の起こりそうな場所を避け
る。大声を出す。護身術で防ぐ。
防犯ブザーを鳴らす。逃げるなど

　通学路や公園、公共施設等の管理
者が夏休み前に施設の点検を行って
子どもたちが安全で安心して利用でき
るようにしています。

犯行を
実行する

対象（被害者）
に接近する

領域性領域性

場所を
選定する

ちゅらまちづくり

◯公共施設の防犯・安全点検
　子どもたちに危険予測、犯罪回避能力を
身につけさせるため、地域の住民にインタ
ビューしながら調査させて、安全マップを作
成する活動。
　これによって子どもたちのコミュニケー
ション能力も向上し、地域住民も子どもた
ちの行動に関心を持つようになるといわ
れ、全国各地で行われ
ています。

◯子ども安全マップづくり

　学校・警察署が連携
して、侵入事案対策の
訓練を実施しています。

◯子ども安全教室

　防犯の意識や防犯に関する知識
を向上させるために、各種講習会を
開催しています。

◯まちづくり講習会・地域安全マップ
　製作指導者講習会

知事部局 ちゅらひとづくり 教育庁

　自主防犯活動の定着拡大を図る
ため防犯ボランティアの育成活動、
装備品の支給や防犯の知識向上を
図る講座を開催しています。

◯防犯ボランティアの結成・支援・
　パトロール活動

ちゅらゆいづくり 警察本部

ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動

ち
ゅ
ら
ひ
と
づ
く
り

　ち
ゅ
ら
ま
ち
づ
く
り

　ち
ゅ
ら
ゆ
い
づ
く
り

ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
と
は…

　ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
は
、犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
沖
縄
県
を
つ

く
る
た
め
に
、県
、市
町
村
、事
業
者
、学
校
、警
察
、県
民
の
み

な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
防

犯
に
関
す
る
活
動
で
す
。

① 

外
出
時
に
は
、周
囲
へ
の
目
配
り
・
あ

　い
さ
つ
を
し
よ
う
。

② 

買
い
物
や
庭
木
の
水
や
り
は
登
下
校
時
に
。

　

 

子
ど
も
を
見
守
ろ
う
。

③ 

こ
ま
め
に
鍵
を
か
け
よ
う
。

④ 

ゴ
ミ
拾
い
、落
書
き
消
し
な
ど
、地
域

　の
環
境
管
理
を
し
よ
う
。

⑤ 

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
参
加

　し
よ
う
。

　こ
の
よ
う
な
活
動
は
、「
地
域
を
管
理
し

て
い
る
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
、防

犯
に
お
い
て
重
要
な
効
果
を
果
た
す
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

〜
で
き
る
と
き
に
、で
き
る
こ
と
か
ら
〜

〜
で
き
る
と
き
に
、で
き
る
こ
と
か
ら
〜

気
軽
に
実
践
出
来
る「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」

気
軽
に
実
践
出
来
る「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」

ちゅらさん運動

塀を設置する。戸締まりをす
る。鍵をかける。

3つのちゅらづくりの総称

平成21年中、もっとも多い罪種は窃盗で、約9,800件、被害総額約6億円！
窃盗被害の約半数が鍵かけが不十分！就寝・出かける際は、鍵かけを徹底！自転車・オートバイは二重ロックをお願いします。

　沖縄県内の犯罪は、平成14年から７年連続減少しています。これは、平成16年に始まった
「ちゅらさん運動」が貢献しているといえるでしょう。
　しかし、凶悪事件に発展しかねない子どもに対する声かけ事案が後を絶たないことから、
「ちゅらさん運動」を継続していく必要があります。

犯行の行程
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う
ち
外
国
人
観
光
客
数
　
三
十
万
人

　(

対
前
年
度
実
績
比
　
二
十
一･

九
％
増)

②
観
光
収
入
　
四
千
三
百
八
十
億
円

　(

対
前
年
度
見
込
み
比
　
九･

一
％
増)

③
観
光
客
一
人
当
た
り
の
県
内
消
費
額

　
七
万
三
千
円

　(

対
前
年
度
見
込
み
比
三･

六
％
増)

　
こ
れ
ら
の
目
標
達
成
の
た
め
、次
の
四

つ
の
戦
略
を
柱
と
し
た
各
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

　
　
　 

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
の
強
化

　
今
年
度
を｢

沖
縄
イ
ン
バ
ウ
ン
ド(※

)

強
化
年｣

と
位
置
づ
け
、更
な
る
観
光
客

誘
致
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
　 

付
加
価
値
の
高
い
旅
行
の
促
進

　
修
学
旅
行
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ(※

)

誘
致
を
強

化
す
る
た
め
の
事
業
を
展
開
す
る
ほ
か
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
な
ど
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　
　
　 

新
規
市
場
の
開
拓

　「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
す
る
ほ
か
、新

た
に「
全
国
エ
イ
サ
ー
大
会
」な
ど
を
実

施
し
、沖
縄
観
光
の
魅
力
増
進
に
つ
な

げ
ま
す
。

　
　
　 

受
入
体
制
強
化
に
よ
る
満
足
度
の
向
上

　｢

外
客
受
入
基
礎
セ
ミ
ナ
ー｣

や
安
心
・

安
全
・
快
適
を
追
求
す
る
た
め
の
事
業
の

他
、環
境
に
配
慮
し
た
観
光
地
づ
く
り
の

推
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　県
で
は
、「
や
っ
ぱ
り
い
い
ね 

お
き
な
わ
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
観
光
活
性
化
の
た

め
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
や
っ
ぱ
り
い
い
ね 

お
き
な
わ
」

〜
沖
縄
県
の
観
光
振
興
の
取
り
組
み
〜

　六
月
二
十
三
日(

水)

に
平
成
二
十
二
年
沖
縄
全
戦
没

者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
、
戦
没
さ
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
祈
る
と
と
も
に
世
界
の
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

●県福祉・援護課  TEL:098-866-2177　　　FAX:098-866-2758お問い合わせ●県観光振興課  TEL:098-866-2764　　　FAX:098-866-2765お問い合わせ

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

　
糸
満
市
の
平
和
祈
念
公
園
で
行
わ
れ

た
式
典
に
は
、来
賓
の
菅
内
閣
総
理
大

臣
、横
路
衆
議
院
議
長
、江
田
参
議
院
議

長
、前
原
沖
縄
担
当
大
臣
な
ど
、約
五
千

五
百
人
が
参
列
し
ま
し
た
。菅
首
相
は

追
悼
式
典
に
先
立
ち
、国
立
沖
縄
戦
没

者
墓
苑
で
献
花
を
し
、平
和
の
礎
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
菅
首
相
は
、「
町
を
、家
を
、友

を
、家
族
を
奪
わ
れ
た
県
民
の
無
念
さ
を

思
い
、言
葉
に
表
せ
な
い
深
い
悲
し
み
を

覚
え
た
」と
述
べ
ま
し
た
。横
路
衆
議
院

議
長
、江
田
参
議
院
議
長
も
沖
縄
県
に
対

す
る
熱
い
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
一
般
焼
香
が
行
わ

れ
、参
列
者
の
方
々
は
戦
没
者
の
み
霊

に
手
を
合
わ
せ
、恒
久
平
和
を
祈
念
し

て
い
ま
し
た
。

沖
縄
観
光
の
現
状

ビ
ジ
ッ
ト
お
き
な
わ
計
画

平
和
宣
言
と
平
和
の
詩

　
仲
井
眞
知
事
は
式
典
で
平
和
宣
言
を

行
い
、｢

沖
縄
に
は
、万
国
津
梁
の
精
神

で
多
く
の
国
々
と
交
流
を
し
、平
和
を

維
持
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り『
平
和
の

礎
』や『
沖
縄
平
和
賞
』に
込
め
た
理
念

を
も
っ
て
、世
界
平
和
の
創
造
に
貢
献

し
、沖
縄
が
引
き
続
き
、国
際
社
会
に
対

し
恒
久
平
和
の
発
信
拠
点
と
な
る
よ
う

取
り
組
み
、県
民
の
英
知
と
情
熱
を
結

集
し
、人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
世
界

の
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
邁
進
し

て
い
く
」と
述
べ
ま
し
た
。続
い
て
、沖

縄
県
立
普
天
間
高
等
学
校
三
年
生
の
名

嘉 

司
央
里
さ
ん
は｢

変
え
て
ゆ
く｣

と
題

し
て
、「
当
た
り
前
に
基
地
が
あ
り
、ヘ

リ
が
飛
び
、爆
弾
実
験
が
行
わ
れ
て
い

る
普
通
の
一
日
を
、普
通
な
ら
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
日
常
と
し
て
当
た
り
前
に

受
け
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
違

和
感
を
覚
え
、こ
の
島
で
あ
っ
た
悲
し

い
記
憶
を
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、負
で
あ

る『
戦
争
』を
忌
み
嫌
い
、正
で
あ
る『
平

慰
霊
の
日
関
連
行
事

　
追
悼
式
の
前
日
の
二
十
二
日
夜
に

は
、糸
満
市
の
平
和
祈
念
堂
に
お
い
て

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
前
夜
祭((

財)

沖

縄
協
会
主
催)

が
開
催
さ
れ
、琉
球
古
典

音
楽
献
奏
や
琉
球
舞
踊
奉
納
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
二
十
三
日
追
悼
式
当
日
は
、沖
縄
県

遺
族
連
合
会
が
主
催
す
る
平
和
祈
願
慰

霊
大
行
進
が
行
わ
れ
、約
一
千
人
が
糸

満
市
役
所
か
ら
式
典
会
場
ま
で
行
進

し
、平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。ま
た
、同
連
合
会
の
仲
宗
根
義
尚
会

長
は
、式
典
で「
戦
後
遺
族
は
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
、英
霊
の
慰
霊
顕
彰
と

家
運
の
再
興
、郷
土
の
復
興
の
た
め
に

一
生
懸
命
努
力
し
、沖
縄
県
も
目
覚
ま

し
い
発
展
を
遂
げ
豊
か
な
長
寿
社
会
と

な
っ
た
が
、国
際
社
会
で
は
地
域
紛
争

が
絶
え
ず
、戦
没
者
遺
族
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
憤
り
を
覚
え
、一
日
も
早
く
平

和
が
訪
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
」と
追

悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

平和祈願慰霊大行進

仲井眞知事の平和宣言

あいさつを述べる菅総理

ＨＡＰＰＹアイランド沖縄
～記念日は沖縄で～
キャンペーン公式サイト

http://www.happyokinawa.jp/

詩を朗読する名嘉司央里さん

和
』を
深
く
愛
し
、悲
し
い
負
の
遺
産
を

正
に
変
え
て
ゆ
こ
う
」と
、平
和
へ
の
願

い
を
込
め
て
詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
沖
縄
県
に
お
け
る
観
光
客

数
は
、五
百
六
十
九
万
人
で
、景
気
低
迷

の
影
響
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
な
ど
に
よ
り
、八
年
ぶ
り
に
前
年
度
を

下
回
り
ま
し
た
が
、外
国
人
観
光
客
数

は
、チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
増
加
や
不
定
期
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
、二
十
四
万
六
千
二
百
人
と
過
去

最
高
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、平
成
十
九
年
度
か
ら
観
光
客

数
一
千
万
人
、観
光
収
入
一
兆
円
を
め
ざ

し
、毎
年
度
数
値
目
標
を
設
定
し
た
具
体

的
な
誘
客
行
動
計
画「
ビ
ジ
ッ
ト
お
き
な

わ
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
ビ
ジ
ッ
ト
お
き
な
わ
計
画

で
は
、数
値
目
標
を
次
の
と
お
り
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

〜
数
値
目
標
〜

①
入
域
観
光
客
数
　
六
百
万
人

　(

対
前
年
度
実
績
比 

五･

四
％
増)

※

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は
、外
国
人
観
光
客
を

日
本
へ
誘
致
す
る
こ
と
。

※

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ(

企
業
が
販
売
促
進
の
た
め
に
行

う
報
奨
旅
行
や
行
事
な
ど)

、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
、イ
ベ
ン
ト
ま
た
は
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン(

展

示
会
な
ど)

の
総
称
。そ
れ
ぞ
れ
の
英
単
語
の

頭
文
字
を
綴
っ
た
も
の
。

　
県
で
は
、今
年
度
を「
沖
縄
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
強
化
年
」と
位
置
づ
け
、外
国
人
観

光
客
誘
致
を
強
化
し
ま
す
。

①
重
点
地
域（
台
湾
・
韓
国
・
中
国
・
香
港
）

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化

【
台
湾
】サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
リ
ゾ
ー
ト

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新
し
い
ツ
ア
ー

や
定
期
ク
ル
ー
ズ
船
の
継
続
寄
港
を
促

し
ま
す
。

【
韓
国
】ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ゴ
ル
フ
な
ど
、季

節
ご
と
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
し
、航

空
路
線
の
拡
充
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

【
中
国
】交
通
広
告
に
よ
る
知
名
度
向
上

を
図
り
、チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
誘
致
を
強

化
し
ま
す
。ま
た
、沖
縄
県
内
の
銀
聯

カ
ー
ド(

中
国
最
大
の
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド)

の
導
入
店
舗

の
拡
大
を
支
援
し
、県
内
消
費
を
促
進

し
ま
す
。

【
香
港
】離
島
を
含
め
た
多
彩
な
旅
行
商

品
に
よ
り
、リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
を
図

り
ま
す
。

②
海
外
新
規
市
場
の
開
拓

　
　
欧
米
や
ロ
シ
ア
か
ら
は
、旅
行
社
や

メ
デ
ィ
ア
を
招
き
、ツ
ア
ー
造
成
や
記

事
掲
載
を
促
す
ほ
か
、現
地
の
航
空
会

社
な
ど
と
連
携
し
、チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

誘
致
し
ま
す
。

③
海
外
へ
の
情
報
発
信
強
化

　
観
光
情
報
サ
イ
ト「
お
き
な
わ
物

語
」で
は
、日
本
語
、英
語
、中
国
語
繁

体
字
・
簡
体
字
、韓
国
語
に
、ロ
シ
ア

語
、フ
ラ
ン
ス
語
、ド
イ
ツ
語
、ス
ペ
イ

戦
略
一

戦
略
二

戦
略
三

戦
略
四

沖
縄
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
強
化
年

「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄

〜
記
念
日
は
沖
縄
で
〜
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ン
語
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
加
え
、十
言

語
で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

④
新
た
な
委
託
駐
在
員
の
配
置

　
　
成
都
・
タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ラ

ン
ス
に
新
た
に
委
託
駐
在
員
を
配
置

し
、誘
客
活
動
を
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に

強
化
し
ま
す
。

　「
特
別
な
日
」・「
記
念
日
」を
沖
縄
で
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、沖
縄
旅
行
の

新
た
な
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
始
め
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。沖
縄
な
ら
で
は
の

記
念
日
の
過
ご
し
方
を
Ｐ
Ｒ
し
、『
記
念

日
と
い
え
ば
沖
縄
』『
記
念
日
は
沖
縄
で

過
ご
し
た
い
』と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
定
着

さ
せ
る
取
り
組

み
で
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
参
加
団
体

が
、誕
生
日
や
結

婚
記
念
日
な
ど

の
記
念
日
に
ま

つ
わ
る
独
自
の

特
典
を
用
意
し

て
お
り
、そ
れ
を

集
約
し
公
式
サ

イ
ト
で
発
信
し

て
い
ま
す
。

開催中開催中
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各施設行事予定表

県立博物館・美術館

県広報課 〒900-8570　那覇市泉崎1-2-2　TEL.098-866-2020　FAX.098-866-2467 kouhou@pref.okinawa.lg.jp
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ひろば
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ひろば

お昼のひととき、県が実施する行事や募集の
お知らせなどを行っています。
放送時間／毎週月曜日～金曜日
ラジオ沖 縄
RBCiラジオ
F M 沖 縄

（864KHz）11:50～11：55
（738KHz）11:55～12：00
（87.3MHz）12:55～13：00

詳しくは沖縄県ホームページへ http://www.pref.okinawa.jp/　トップページ▶広報・広聴について▶広報誌、テレビ番組等

ご意見・ご提言 県政に対するご意見・ご提言をEメール、FAX、手紙などで募集しています。
県民ご意見箱、知事へのたより
※記入様式等は、ホームページをご覧ください。募集中 あて先

ラジオ県民室ラジオ県民室
8 放送

予定月

RBC　  6：15　　QAB  　25:55　　OTV 　 6：45テレビ放送時間 土 土 日

県広報課からのお知らせ県広報課からのお知らせ

●
日
時

　8
月
7
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
内
容
　
看
護
体
験
、個
別
進
学
相
談
な
ど

●
備
考

　事
前
申
込
み
不
要
。公
共
交
通
機

　
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
県
立
看
護
大
学
学
務
課

　☎
0
9
8
ー
8
3
3
ー
8
8
0
0

　
県
内
の
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
13
品
目

を
は
じ
め
、琉
球
ガ
ラ
ス
や
ウ
ー
ジ
染
め
な

ど
の
工
芸
品
の
展
示
販
売
、製
作
体
験
な
ど

を
行
い
ま
す（
入
場
無
料
）。

●
期
間

　8
月
14
日（
土
）、15
日（
日
）

●
場
所
　
那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館

●
問
合
せ
　
県
商
工
振
興
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
3
7

●
日
時

　8
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
9
時
半
開
場（
10
時
上
映
）

●
場
所
　
県
立
図
書
館
本
館
3
階
ホ
ー
ル

●
内
容

　「フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
」他
２
作

●
定
員

　1
0
0
人
。事
前
申
込
み
不
要

●
試
験
科
目
　
学
科
試
験
の
う
ち
指
導
方
法

●
試
験
日

　11
月
13
日（
土
）

●
試
験
場
所
　
県
立
浦
添
職
業
能
力
開
発
校

●
受
付
期
間
　
9
月
6
日（
月
）〜
17
日（
金
）

●
受
験
手
数
料
　
3,
1
0
0
円

●
問
合
せ
　
県
雇
用
労
政
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
6
6

　
米
軍
基
地
内
で
働
く
駐
留
軍
等
労
働
者

へ
の
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
受
付
期
間
・
時
間

　通
年
受
付
中

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
24
時
間
受
付

　
窓
口
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
半

　（
土
･
日
・
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

●
応
募
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

　
窓
口
の
い
ず
れ
か
1
回
の
応
募
で
有
効

●
受
付
・
問
合
せ

　(

独)

駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構

　
嘉
手
納
町
字
屋
良
1
0
5
8
番
地
１

　(

道
の
駅
か
で
な
隣)

　☎
0
9
8
ー
9
2
1
ー
5
5
3
2

　
沖
縄
の
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
広
め
る

た
め
、都
市
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。周
囲
に
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る

花
や
み
ど
り
の
事
例
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
募
集
対
象

　
公
共
部
門･･･

学
校
や
道
路
・
河
川
の
緑

　
民
間
部
門･･･

個
人
宅
や
事
業
所
の
緑

●
応
募
締
切

　8
月
20
日（
金
）

●
問
合
せ
　
県
都
市
計
画
・
モ
ノ
レ
ー
ル
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
4
0
8

　
青
い
羽
根
募
金
は
、水
難
事
故
救
助
事

業
活
動
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間
　
7
月
1
日（
木
）〜
8
月
31
日（
火
）

●
募
金
先
・
問
合
わ
せ

　(

社)

琉
球
水
難
救
済
会
　
沖
縄
銀
行
高
橋
支
店

　
普
通
預
金
　
１
５
２
６
３
２
９

　☎
0
9
8
ー
8
6
8
ー
5
9
4
0

8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。こ
の

調
査
は
、厚
生
労
働
省
が
県
を
と
お
し
て

常
用
労
働
者
が
4
人
以
下
の
事
業
所
を
対

象
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。指
定
調
査
区

の
事
業
主
の
皆
さ
ま
は
調
査
へ
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
県
統
計
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
5
0

　
第
９
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。対
象
と
な
る
の
は
、公
務
扶

助
料
な
ど
を
受
け
て
い
た
方
が
平
成
17
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
21
年
3
月
31
日
の
間

に
亡
く
な
る
な
ど
し
、平
成
21
年
4
月
1
日

に
お
い
て
公
務
扶
助
料
な
ど
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
、戦
没
者
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
の
方
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
給
付
内
容
　
額
面
24
万
円
、6
年
償
還

　
の
記
名
国
債

●
請
求
窓
口
　
お
住
ま
い
の
市
町
村
援
護
担
当
課

●
問
合
せ
　
県
福
祉
・
援
護
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
7
5

　
平
成
23
年
3
月
末
日
ま
で
、沖
縄
自
動
車

道
全
線
で
高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
6
4
ー
0
4
7
4

●
日
時

　９
月
10
日（
金
）午
後
6
時
半
開
演

●
場
所
　
マ
テ
ィ
ダ
市
民
劇
場（
宮
古
島
市
）

●
入
場
料

　一
般
2
,
0
0
0
円
、高
校
生

　
以
下
1,
0
0
0
円

●
問
合
せ
　
マ
テ
ィ
ダ
市
民
劇
場

　☎
0
9
8
0
ー
7
2
ー
9
6
2
2

●
職
種
　
病
院
事
業
局
職
員（
事
務
）

●
受
験
資
格

　昭
和
26
年
4
月
2
日
以
降

　
に
生
ま
れ
た
者
で
、民
間
企
業
な
ど
で
の

　
経
験
年
数
が
12
年
以
上
あ
り
、所
定
の
経

　
験
及
び
知
識
を
有
す
る
者
な
ど

●
募
集
要
項
配
布
・
受
付
期
間

　
8
月
2
日（
月
）〜
31
日（
火
）

●
配
布
場
所
　
病
院
事
業
局
県
立
病
院
課
、

　
各
県
立
病
院
総
務
課（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

●
問
合
せ
　
県
病
院
事
業
局
県
立
病
院
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
8
3
2

●
利
用
方
法
　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
両
は
、車
載
器
に

　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
を
挿
入
し
、通
行
し
て
く

　
だ
さ
い
。Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
搭
載
し
て
い
な
い
車

　
両
は
、料
金
所
で
必
ず
停
車
し
、通
行
券
を

　
受
け
取
っ
て
か
ら
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

　☎
0
1
2
0
ー
9
2
4
ー
8
6
3

　
8
月
は
、北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強

調
月
間
で
す
。我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

歯
舞
、色
丹
、国
後
、択
捉
の
北
方
四
島
は
、

戦
後
65
年
を
迎
え
る
今
も
な
お
返
還
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。北
方
領
土
返
還
は
国
民
の
願

い
で
す
。北
方
領
土
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、粘
り
強
い
外
交
交
渉
の
継
続
と
そ
れ

を
支
え
る
国
民
世
論
を
盛
り
上
げ
、北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
を
す
そ
野
の
広
い
全
国

民
的
な
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。一
日
も
早
い
北
方
領
土
の
返

還
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
　
県
広
報
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
2
0

☎098-941-8200

 7日・ 8日

14日・15日
21日・22日
28日・29日

☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

県埋蔵文化財センター

☎098-835-8752
☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

第
９
回
特
別
弔
慰
金

高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験

駐
留
軍
等
労
働
者
の
事
前
募
集

都
市
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

職
員
選
考
採
用
試
験

職
業
訓
練
指
導
員
試
験

募

　集

青
い
羽
根
募
金

試

　験

お
知
ら
せ

｢組踊｣を中心とした沖縄伝統
芸能の保存と振興
道路ふれあい月間
防災について考えよう
沖縄県自殺予防キャンペーン

◆企画展「発掘調査速報展2010」
　期　間：８月22日(日)まで

◆古代エジプト ミイラ展
　期　間：８月20日(金)まで
　入場料：一般1,200円、高校生・大学生800円、
　　　　 小・中学生600円

◆文化講座
　「サンゴ礁の未来、沖縄の島々からのメッセージ」
　日　時：８月21日(土)午後２時～４時
　定　員：200名(当日先着)
　参加料：無料

◆バックヤードツアー
　開催日：８月７日(土)
　　　　  美術館：午前11時～12時
　　　　  博物館：午後２時～３時
　定　員：先着12人(受付午前９時～)
　参加費：無料

◆沖縄マンガ展
　期　間：８月29日(日)まで
　入場料：大人800円、高校生・大学生500円、
　　　　  小・中学生300円

博物館

美術館
9月　SEPTEMBER9月　SEPTEMBER

看
護
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

南
こ
う
せ
つ
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ウ
ー
・
フ
ァ
ン

〜
心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
〜

沖
縄
工
芸
ふ
れ
あ
い
広
場

ア
ニ
メ
映
画
親
子
映
写
会

イ
ベ
ン
ト

◆美術館コレクション展
　ギャラリー１ 版画：儀間比呂志展
　ギャラリー２ 絵画：ガイアへの帰還
　ギャラリー３ 絵画：沖縄の色彩
　期　間：９月５日(日)まで
　入場料：大人300円、高校生・大学生200円、
　　　　  小・中学生100円
　※70歳以上と県内小中学生は無料

「美ら島沖縄総体2010」県内各地で熱戦開催中！

※競技日程や会場などの情報は大会公式ホームページでご確認ください。

検索美ら島沖縄総体2010http://www.ih2010.jp　または

　7月28日から8月20日までの期間、「美ら島沖縄総体2010」が県内各地で開催されます。
　県民の皆さまの温かい声援で大会を盛り上げましょう。なお、各競技会場付近では、一部
交通渋滞が予想されます。皆さまには、ご迷惑をおかけしますが、迂回や公共交通機関の
利用など渋滞緩和にご協力お願いします。

開催中開催中



開催中開催中

　

地
久
渡
町
部
本
る
れ
ら
知
で
町
の
オ
ツ
カ

で
場
市
営
町
の

は

　

に
市
の
こ
の
Ｋ
Ｏ
も
で
何
ら
な
り
作
手　

し
戻
り
取
を
気
活
の
場
市
の
て
つ
か
う
わ

画
企
を
市
り
作
手
て
け
か
を
声
に
ら
家

り
振
を
時
当
と」
た
し
で
ら
ば
ま
も
者
場
来

り
作
手
「は
ん
さ
夫
重
馬
中
の
家
作
工
木
た

三
村
仲
る
め
勤
に
所
造
酒
の
町
部
本
で
身

入
間
仲
に
員
委
行
実
に
ち
う
る
す
信
発
で

」
い
し
楽
で
ん
ら
く

う
そ
し
嬉
と

　

算
予
「

が

シ
ラ
チ
く
な

は

る
す
営
経
を
店
具
文
で
場
市
ら
か
代
の
親

が
者
加
参
ず
ま

事
大
が
と
こ
む
し
楽

　

店
る
す
業
営
に
日
曜
日
て
見
を
い
わ
賑
の

会
機
い
い
る
べ
学
を
点
原
の
売

み

　

場
役
が
け
か
き
働
な
心
熱
の
員
委
行
実

舗
店
き
空
て
し
と」
処
い
く
ゆ
「る

を

る
れ
な
に
気
元
が
な
ん
み

へ
り
く
づ
ち
ま

　

ら
か
構
機
業
企
小
中
は
に
年
十
二
成
平

を
場
市
の
外
県
ど
な
町
佐
土
中
・
町
の
オ
ツ

　

に
力
束
結

も

ギ
カ
の
躍
飛
が
力
動
行
い
若

もとぶ手作り市

」
！
い
た
し
戻
り
取
を
場
市
る
あ
気
活
「

み
組
り
取
の
心
中
が
代
世
い
若

は

り
作
手 」
！
い
た
し
戻
り
取
を
場
市
る
あ
気
活
「

み
組
り
取
の
心
中
が
代
世
い
若

は

り
作
手

楽しくて頼りになる
仲間たちです！

家族ぐるみの
おつき合いが楽しい！

市場に元気が
戻ってきました！

同世代パワーで
いつもワイワイ
賑やか！

地元のいろんな人と
仲良くなれました！

平成22年8月1日発行第34巻8号通巻419号

● 表紙 撮影協力・NPO法人沖縄O.C.E.A.N. http://www.okinawaocean.org/
● 表紙 写真・大湾朝太郎
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せ
わ
合
い
問
お

ろ
こ
ど

　先日、小惑星探査機「はやぶさ」の帰還ニュースに感化さ
れ、プラネタリウムに行ってきました。ドームに映し出された
満点の星空を眺めながら、ギリシャ神話の世界にしばしうっ
とり。ひんやりとしたプラネタリウムの空気はとても心地よ
く、避暑地におすすめです。 (momo)

　7月28日から8月20日までの日程で「美ら島沖縄総体
2010」が開催されています。全国各地から訪れる選手、関係
者の皆さんをあたたかい心でお迎えし、県民みんなの力で
「美ら島沖縄総体2010」を成功させましょう。詳しくは、

）キルアコョヒコョヒ（。でま/pj.0102hi.www//:ptth

本部町

市
り
作
手
ぶ
と
も

左から、仲村三七子さん、友寄友子さん、友寄隆央さん、中馬重夫さん左から、仲村三七子さん、友寄友子さん、友寄隆央さん、中馬重夫さん

もとぶ手作り市の様子もとぶ手作り市の様子 ゆくい処ゆくい処 左から、知念沙織さん、知念正作さん左から、知念沙織さん、知念正作さん




